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産
業
振
興
館
上
棟
式

○
…
も
う
二
、三
年
前
の
こ
と
で

す
が
、こ
の
「お
知
ら
せ
」で
常

磐
線
が
有
楽
町
乗
入
れ
に
な
つ
た

ら
、足
立
電
話
が
東
京
電
話
に
編

入
に
な
つ
た
ら
、公
会
堂
が
設
置

さ
れ
た
ら
足
立
区
の
発
展
は
、そ

し
て
区
民
の
受
け
る
福
祉
は
ど
ん

な
に
大
き
い
も
の
だ
ろ
う
と
い
う

意
味
の
こ
と
を
言
つ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す

。

○
…
常
磐
線
も
足
立
電
話
も
区
民

の
皆
さ
ん
の
協
力
の
お
か
げ
で
、

そ
れ
ぞ
れ
足
立
区
が
希
ん
だ
通
り

と
な
り
、
そ
れ
以
来
、
電
話
や
電

車
の
た
め
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
区
の
発
展
は
急
激
な
人
口
増

加
と
と
も
に
め
ざ
ま
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

○…
更
に
、
区
内
の
産
業
・
文
化

の
拠
点
と
す
る
べ
く
、
い
ま
産
業

振
興
館
の
建
設
が
足
立
区
を
挙
げ

て
す
す
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
同

館
が
完
成
さ
れ
た
と
き
、
区
の
進

展
は
一
段
と
ピ
ツ
チ
を
上
げ
る
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
、
し
か
も
来
年

の
二
月
ま
で

に
は
、
会
館
は
出
来

上
る
の
で
す
。

写
真
は
十
一
月
九
日
午
後
二
時
か

ら
工
事
中
の
同
館
二
階
で
挙
行
さ

れ
た
上
棟
式
で

挨
拶
す
る
区
長
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選
挙
管
理
委
員
改
選

第
六
回
区
議
会
で

本
年
第
六
回
区
議
会
(
臨
時
会
)

は
十
一
月
十
六
日
午
後
一
時
か
ら

区
議
事
堂
で
開
会
さ
れ
次
の
案
件

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
、土
地
取
得
に
つ
い
て

梅
島
小
学
校
分
校
設
置
の
た
め
梅

田
町
三
三
五
番
地
先
三
、四
四
九

坪
を
買
収
す
る
こ
と
を
決
議
し
た

も
の
で
す

。

二
、
選
挙
管
理
委
員
選
挙
に
つ
い

て

十
一
月
十
三
日
で
任
期
満
了
と
な

つ
た
足
立
区
選
挙
管
理
委
員
の
改

選
に
つ
い
て
選
挙
の
結
果
次
の
各

氏
が
そ
れ
ぞ
れ
当
選
し
ま
し
た
。

稻
付
喜
平
二

五
反
野
南
町
一
、
二
五
八

畑
三
郞

千
住
仲
町
八
一

川
名
德
治
郞

柳
原
町
一
九
八

三
、
選
挙
管
理
委
員
補
充
員
選
挙

に
つ
い
て

前
項
に
伴
つ
て
補
充
員
の
選
挙
が

行
わ
れ
次
の
各
氏
が
当
選
し
ま
し

た
。小

林
勇
太
郞

千
住
寿
町
七
七

山
本
芳
藏

梅
田
町
一
、
六
六
六

小

宮

信

三

花
畑
町
五
、
三
二
四

第
四
回
文
化
祭
お
わ
る

区
民
の
生
活
環
境
を
豊
か
に
し
よ

う
と
い
う
目
的
で
十
月
二
十
三
日

か
ら
開
か
れ
た
第
四
回
足
立
区
文

化
祭
は
十
一
月
二
十
一
日
を
も
つ

て
盛
会
裡
に
閉
会
し
ま
し
た
。

会
期
中
の
各
種
目
参
加
者
は
約
千

二
百
人
参
観
者
が
約
六
万
二
千
人

と
い
う
嘗
て
な
い
多
数
の
人
々
を

集
め
る
こ
と
が
で
き
た
区
及
び
区

教
育
委
員
会

で
は
、
今
後

同
様
の
行
事

に
対
す
る
良

い
参
考
と
し

て
今
回
の
文

化
祭
の
詳
細

に
つ
い
て
現

在
調
査
集
計

を
す
す
め
て

お
り
ま
す
。

写
真
は
展
覧

会
で
の
茶
道

部
の
一
風
景

喜
こ
ん
だ
区
立
学
校
生
徒

児
童

会
館

開
館
記
念
映
画
会

区
立
児
童
会
館
の
開
館
を
記
念
し

た
映
画
会
が
十
月
二
十
七
日
か
ら

別
項
の
通
り
行
わ
れ
、区
立
小
中

学
校
児
童
生
徒
に
大
へ
ん
喜
こ
ば

れ
ま
し
た
、
な
お
こ
の
映
画
会
は

申
込
の
あ
つ
た
学
校
に
つ
い
て
の

み
開
か
れ
た
も
の
で
す
。

映
画
会
実
施
状
況
　
一
〇
・
二
七

日
関
原
、
伊
興

、
淵
江
小
学
校
、

二
八
日
栗
原

、
新
田
、
西
新
井
小

学
校
、二
九
日
梅
二
、西
新
井
第

一
、梅
島
小
学
校
、一
一
・
一
日

本
木
、舎
人
、江
北
小
学
校
、二
日

宮
城
、梅
一
、栗
島
小
学
校
、一
六

日
十
中
、
十
四
中
、
六
中
、
一
七

日
八
中
、
二
中

、
九
中
、
一
八
日

江
南
中
、
十
一
中
、
五
中
、
計
二

十
四
校
、
人
員
約
七
千
名

な
お
児
童
会
館
に
は
映
写
設
備
の

外
に
電
蓄
も
そ
な
え
ら
れ
ま
し
た

か
ら
各
学
校
の
研
究
発
表
会
等
に

役
立
つ
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

同
会
館
の
利
用
申
込
は
区
民
生
課

に
お
問
合
わ
せ
下
さ
い
。

江
北
橋
の
修
理

車
馬
通
行
止

区
内
江
北
橋
は
こ
の
ほ
ど
区
士
木

課
に
よ
り
工
費
三
一
万
三
千
円
で

修
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
た
め
十

一
月
十
八
日
か
ら
十
二
月
二
十

五
日
ま
で
車
馬
の
通
行
止
と
な
り

ま
し
た
か
ら
、
堤
北
、
堤
南
へ
の

交
通
は
西
新
井
橋
又
は
千
住
新
橋

を
御
利
用
下
さ
い
。

成
人
学
校
閉
校
式

第
十
一
回
足
立
区
成
人
学
校
の
閉

校
式
が
十
九
日
午
後
六
時
半
か
ら

十
六
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
、
今
回

の
成
人
学
校
の
科
目
は
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ヨ
ン
、
編
物
、
写
真
、
ペ
ン

習
字
の
四
科
で
修
了
者
は
一
八
〇

名
で
し
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
を
あ
わ
せ

足
立
区
観
光
写
真
展
開
ら
く

区
、
区
観
光
協
会
共
催
の
第
二
回

足
立
区
観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
は

去
る
十
五
日
で
締
切
り
ま
し
た
が

第
一
回
で
趣
旨
や
出
品
の
要
項
を

充
分
に
宣
伝
し
た
た
め
今
回
は
出

品
の
出
足
が
良
く
同
日
ま
で
に
二

九
二
点
の
作
品
が
出
さ
れ
ま
し
た

審
査
は
二
十
日
午
後
一
時
か
ら
議

事
堂
で
富
士
フ
イ
ル
ム
、読
売
新

聞
写
真
部
の
各
専
門
家
に
よ
り
慎

重
に
行
わ
れ

、
次
の
入
選
者
が
決

定
し
ま
し
た

。

推

薦

千
住
中
居
町
五
九
　
　
　角
田

秀
夫

特

選

千
住
四
の
八
三
　
　
　
　金
沢

光
吉

葛
飾
区
堀
切
町
一
八
三
　
刈
部
忠

浅
草
田
中
町
一
の
二
　
　
藤
倉
四
郞

入

選

墨
田
区
向
島
三
の
一
五
　
尾
崎
志
眞
夫

亀
戸
町
九
の
一
二
九
　
　
藤
原
昭
男

千
住
仲
町
三
一
　
　
　
　
佐
久
間
淸
次

千
住
高
砂
町
一
の
三
　
　
高
井
靜
夫

千
住
河
原
町
三
七
　
　
　小
泉

浩
一

葛
飾
区
小
菅
町
三
〇
一
　
菅
谷
程
二

千
住
大
川
町
七
四
　
　
　
相
川
平
吉

墨
田
吾
嬬
西
一
の
六一
　眞
橋

英
雄

佳

作

北
堀
之
内
町
七
七
　
　
　
鈴
木
慶
助

他
二
十
九
名

な
お
今
回
の
入
選
作
品
四
十
四
点

と
前
回
の
入
選
作
十
四
点
を
あ
わ

せ
十
一
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
八

日
ま
で
上
野
松
坂
屋
で
足
立
区
観

光
写
真
展
を
開
催
し
て
お
り
ま
す

写
真
は
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品
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一千万円の年末融資 資

金
難
の
緩
和

区
内
中
小
企
業
者
に
貸
付

現
在
の
デ
フ
レ

下
に
お
け
る
区

内
中
小
企
業
特

に
零
細
企
業
の

資
金
難
を
緩
和

し
そ
の
振
興
助

成
を
図
る
た
め

区
で
は
別
項
に

よ
り
中
小
企
業

者
に
対
し
年
末

融
資
と
し
て
一

千
万
円
を
貸
付

け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

一
、借
入
申
込
者

の
資
格

区
内
で
同
一
事
業

を
引
き
続
き

一
年
以
上
経
営
し
て
い
る
中
小
企

業
者
で
あ
つ
て
、昭
和
二
十
八
年

度
特
別
区
民
税
を
完
納
し
、事
業

資
金
の
融
資
を
希
望
す
る
も
の
で

区
長
が
適
当
と
認
め
た
も
の
に
つ

い
て
取
扱
金
融
機
関
に
紹
介
状
を

発
行
す
る
。

(
但
し
遊
興
、娯
楽
業
、周
旋
業
　

自
由
業
、
貸
金
業
等
は
除
く
)

二
、貸
付
条
件

1
.

金
額
　
一
人
十
万
円
以
内

但
し
特
別
の
場
合
は
十
五
万

円
以
内

2
.
資
金
の
使
途
　
運
転
資
金

3
.
貸
付
期
間
　
三
ヶ
月
以
内

4
.
利
率
　
日
歩
三
銭

5
.
保
証
人
　
区
内
居
住
者
で

返
済
能
力
の
あ
る
確
実
な
連
帯

保
証
人
一
人
、
但
し
担
保

提
供
の
場
合
は
保
証
人
を
要

し
な
い

三
、
借
入
申
込
手
続

1.
融
資
を
受
け
よ
う
と
す
る

も
の
は
所
定
の
書
類
を
区
に

提
出
す
る

2
.
区
は
第
一
号
の
借
入
申
込

者
資
格
に
該
当
し
適
当
と
認

め
る
申
込
者
に
つ
い
て
指
定

金
融
機
関
に
紹
介
状
を
発
行

す
る

四
、
申
込
受
付

1
.

受
付
場
所
　
区
役
所
経
済

課
商
工
係

2
.
受
付
期
間
　
十
二
月
一
日

か
ら
十
二
月
十
日
ま
で
、但

し
受
付
期
間
中
総
額
に
達
し

た
場
合
は
締
切
る
こ
と
が
あ

る

五
、
貸
付
決
定

十
二
月
十
五
日
ま
で
に
貸
付

決
定
を
完
了
す
る

六
、
そ
の
他

申
込
様
式
及
び
詳
細
に
つ
い

て
は
区
役
所
経
済
課
に
問
合

わ
せ
下
さ
い

都
内
の
関
係
者
あ
つ
め

放
送
教
育
研
究
会
開
催

東
京
都
小
学
校
教
育
研
究
校
と
し

て
都
教
育
庁
か
ら
指
定
さ
れ
た
区

立
千
寿
第
五
小
学
校
で
十
二
月
三

日
午
前
八
時
四
十
分
か
ら
都
内
の

教
育
関
係
者
を
あ
つ
め
、小
学
校

放
送
教
育
研
究
会
が
開
か
れ
ま
す

こ
の
研
究
会
は
都
教
育
庁
が
主
催

し
、区
教
委
と
区
立
小
学
校
校
長

会
及
び
N
H
K
の
後
援
で
行
わ
れ

る
も
の
で
、学
校
放
送
を
小
学
校
　

各
教
科
指
導
に
ど
の
よ
う
に
と

り
入
れ
る
か
と
い
う
こ
と
を
研
究

主
題
と
す
る
も
の
で
す
、当
日
は

同
校
が
現
在
ま
で
行
つ
て
き
た
別

項
の
日
程
に
よ
り
、研
究
協
議
講
評

、
講
演
等
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
つ
て
お
り
ま
す

日
程
　
(
　
)
内
は
学
年

音
楽
教
案
―
(
一
)
き
ら
き
ら
星
(
五
)
静

か
な
夜
(
三
)
も
み
じ

国
語
教
室
―
(
二
)
い
つ
ど
　
で
だ
れ

が
ど
の
よ
う
に
(
五
)
代
表
の
話
し

あ
い
(
六
)
三
つ
の
力

仲
よ
し
グ
ル
ー
プ
―
(
三
)
果
し
な
い
道
(
四
)

海
の
向
う
の
友
だ
ち

観
察
ノ
ー
ト
―
(
四
)
ボ
ー
ル
の
痛
み

日
本
の
昔
―
(
六
)
政
治
の
に
な
い
て

マ
イ
ク
の
旅
―
(
六
)
マ
イ
ク
サ
ン
と

三
陸
海
岸

動
物
の
く
に
―
(
一
)
小
熊
ク
ル
ル
の

は
じ
め
て
の
冬
(
二
)
同

こ
ど
も
の
こ
よ
み
―
(
一
)
雪
の
下
の

夜
私
た
ち
の
く
ら
し
―
(
四
)
星
が
流
れ

た
季
節
の
理
科
―
(
五
)
か
ら
つ
風

ラ
ジ
オ
図
書
館
―
(
五
)
(
六
)
詩
の
鑑
賞

住
友
氏
か
ら

児
童
会
館
に
電
蓄
寄
贈

洞
爺
丸
事
件
で
遭
難
し
た
区
内
興

野
町
八
六
住
友
ヨ
シ
子
さ
ん
の
遺

族
か
ら
こ
の
ほ
ど
児
童
会
館
に
電

蓄
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

生
前
住
友
さ
ん
が
児
童
の
教
育
問

題
に
つ
い
て
大
へ
ん
関
心
を
も
つ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
冥
福
を
祈

つ
て
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

復
活
す
る

五
色
桜

江
北
の
五
色
桜
と
し
て
都
内
の
花

の
名
所
で
あ
つ
た
上
沼
田
町
荒
川

堤
附
近
の
桜
の
木
は
、戦
時
中
の

盗
伐
、立
枯
れ
等
に
よ
つ
て
一
本

も
な
く
な
り
、昔
を
し
の
ぶ
よ
す

が
も
な
い
状
態
に
な
つ
て
お
り
ま

し
た
が
、一
昨
年
の
四
月
も
と
の

桜
名
所
を
作
ろ
う
と
い
う
区
の
計

画
で
、明
治
四
十
五
年
当
時
の
尾

崎
行
雄
東
京
市
長
か
ら
ニ
ユ
ー
ヨ
ー
ク

、
ワ
シ
ン
ト
ン
両
市
に
送
つ

た
五
色
桜
の
接
穂
を
逆
輸
入
し
、

こ
れ
を
都
の
小
合
苗
園
で
育
て
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
苗
は
順
調

に
成
育
し
、
植
え
か
え
て
も
枯
れ

な
い
位
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
区

で
は
十
一
月
十
八
日
午
後
一
時
区

長
応
接
室
に
都
河
川
部
営
繕
課
長
　

北
部
公
園
緑
地
事
務
所
長
、
小
合

苗
園
所
長
を
招
い
て
、
こ
の
植
栽

に
つ
い
て
協
議
す
る
と
と
も
に
、

現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
、
こ
の

結
果
西
新
井
橋
北
詰
本
木
四
丁
目

地
先
か
ら
上

流
江
北
橋
に

か
け
約
二
千

米
の
間
の
放

水
路
土
堤
下
(

河
川
敷
と

反
対
方
向
)

を
候
補
地
と

し
て
植
栽
の

準
備
を
す
す

め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た

写
真
は
全
盛

時
代
の
荒
川

堤
の
五
色
桜

(
う
こ
ん
ざ

く
ら
)
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十
八
万
一
千
余
名

来
年
の
選
挙
有
権
者
概
数

去
る
九
月
十
五
日
現
在
で
調
製
し

た
本
区
の
投
票
区
別
の
昭
和
二
十

九
年
度
基
本
選
挙
人
名
簿
登
載
者

数
は
別
表
の
通
り
で
す
が
、
こ
の

名
簿
は
一
般
の
従
覧
に
供
し
た
の

ち
異
動
が
あ
れ
ば
こ
れ
を
再
調
製

の
上
十
二
月
二
十
日
を
も
つ
て
確

定
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
。

昭和29年度基本選挙人名簿登載者投票区別概数

足
立
菊
花
展
お
わ
る

区
観
光
協
会
主
催
の
〝
足
立
菊
花
展
〟

は
去
る
四
日

か
ら
十
二
日
ま

で
開
催
さ
れ
大
へ
ん
好
評
を
得
ま

し
た
、
な
お
こ
の
菊
花
展
の
入
賞

者
に
対
す
る
賞
状
授
与
式
が
十
八

日
午
前
十
時
か
ら
区
議
事
堂
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

各
部
の
入
賞
者
次
の
通
り

厚
物
の
部

優
等
首
席
　
花
沢
勘
四
郞
△
同
二

席
　
花
沢
勘
四
郞
△
同
三
席
　
增

田
右
米
吉
以
下
略

厚
走
の
部

最
優
等
出
　
沢
繁
治
△
優
等
二
席
　

出
沢
繁
治
△
同
三
席
　
喜
谷
宗
光

以
下
略

太
管
、
細
管
の
部

優
等
首
席
　
広
瀨
光
敏
△
同
二
席
　

桑
原
宗
平
△
同
三
席
　
出
沢
繁
治

以
下
略

間
管
の
部

優
等
首
席
　
出
沢
繁
治
△
同
二
席
　

桑
原
宗
平
△
同
三
席
　
林
勇
太
郞

以
下
略

厚
物
系
統

最
優
等
　
林
勇
太
郞
△
優
等
二
席
　
增

田
右
米
吉
△
同
三
席
　
渋
谷
寅

吉
以
下
略

管
物
系
統

優
等
首
席
　
花
沢
勘
四
郞
△
同
二

席
　
桑
原
宗
平
△
同
三
席
　
林
勇

太
郞産

米
供
出
の
協
議
会

区
農
業
委
員
会
で
は
十
九
日
午
後

一
時
か
ら
区
役
所
委
員
会
室
で
協

議
会
を
開
き
今
年
度
の
本
区
産
米

供
出
割
当
高
(
義
務
供
出
高
六
、

三
五
〇
石
、
超
過
供
出
要
請
確
保

高
一
八
六
石
)
に
つ
い
て
義
務
供

出
に
つ
い
て
は
災
害
補
正
及
び
一

般
補
正
を
し
た
上
平
均
反
当
一
石

九
斗
一
合
、
超
過
供
出
に
つ
い
て

は
耕
作
反
別
平
均
一
升
三
合
と
決

定
し
ま
し
た
。


